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2016 冬号（第 19号）
2016.12.25 発行
特集
できることを活かすソーシャルインクルージョン
座談会
高齢化する生協組合員の実態～共同購入を中心に

2017 夏号（第 21号）
2017.06.25 発行
特集
社会問題に挑む研究所
座談会
生協に関わる研究所のあり方を考える

2017 冬号（第 23号）
2017.12.25 発行
特集
格差社会と生協
争論
こだわる生協、広がる生協

2017 秋号（第 22号）
2017.09.25 発行
特集
組合員と生協とが出会う「場所」
争論
インターネットはどんな「つながり」を
紡ぐのか？

2017 春号（第 20号）
2017.03.25 発行
特集
いま、農協はどうなっているのか？
～協同組合としての JAに学ぶ
争論
農協はどうなる、どうする？

2016 年 9月増刊号
2016.09.25 発行
第 24 回総会記念シンポジウム特集
地域再生と協同
～協同組合に何を期待するか

2017 年 9月増刊号
2017.09.25 発行
第 25 回総会記念シンポジウム特集
地域再生と協同
～協同組合に何を期待するか

今回も生協以外の企業・団体を多数取り上げさせていただいた。宅
配などの事業で生協と通ずる企業・組織への取材のたびに感じるの
は、事業者としての生協へのリスペクトである。しかし「種類が多
すぎる」「掲載商品が多すぎる」「掲載情報がわかりにくい」といっ
た、組合員からの生協カタログへの声が増えていると聞く。本号を
通じて生協外部の知見に触れ、宅配事業の先駆者としてよりよいカ
タログ創りがすすむことを、生協の一利用者としても期待したい。
（太）
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表紙紋様「遊び道具『凧』」 
「凧あげ」は、中国で紀元前 4世紀頃に凧を作った記録があります。
中国の凧は昆虫、鳥、竜や鳳凰などの伝説上の生き物など様々な形を
しています。日本では、平安時代中期に、竹の骨組みに和紙を張った
凧が作られました。長方形の角凧、六角形の六角凧、奴（やっこ）が
手を広げたような形をしている奴凧など、各地方独特の和凧が作られ
ました。江戸時代になると、男の子の誕生を祝い、無事と成長を願っ
て年の初めに揚げられました。高く揚がるほど子供が元気に成長する
といわれました。凧と一緒に扇子が描かれているのは、凧は風がなけ
れば上がりません、風を起こして高く揚がれということでしょうか。
 　　　　　   　　　　田内隆司／京小紋画像提供 （田内設計事務所）

2018 春号（第 24号）
2018.03.25 発行
特集
「やりがい」を感じることができる
職場を考える
座談会
「協同組合役職員」を実感する機会とは


